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テーマ1▶観葉植物が居住者の心理・生理反応およびプロダクティビティに及ぼす影響
Theme 1：Effects of foliage plants on occupants’ physiological/psychological response 
and productivity

ベンジャミンやポトスなどの観葉植物には室内空気中の化学物質の除去効果や癒し、疲

労回復、ストレスの緩和、知的生産性（プロダクティビティ）を向上させる効果（グリーンアメ

ニティ効果）があると言われている。本研究では観葉植物が居住者の心理・生理反応お

よびプロダクティビティに及ぼす影響に関する被験者実験（Figure 1）ならびに実際のオ

フィスを対象とした執務者のプロダクティビティに関する調査・分析を行う。

テーマ2▶熱交換型エアフローウィンドウの熱的性能及びエネルギー性能評価
Theme 2：Thermal and energy performance evaluation of a heat-exchanger type airflow 
window

省エネルギー性の高い従来型のエアフローウィンドウに熱交換換気機能を付加した更に

高性能な熱交換型エアフローウィンドウシステム（Figure 2）の開発を目的として、その窓シ

ステムの基本的な熱的性能とエネルギー性能評価を模型実験及びCFDシミュレーション

により明らかにし、さらに実大の窓モデルを用いた実証試験により、熱交換型エアフローウ

ィンドウの実用可能性を検証する。

テーマ3▶吸脱着型エアクリーナーのVOC除去性能
Theme 3: VOC removal performance of an air cleaner based on adsorption/desorption 
effect

シックハウス症候群や化学物質過敏症の原因となっている室内空気中に含まれるホル

ムアルデヒドやVOC（揮発性有機化合物）を効率的に除去するために吸脱着効果を利

用した吸脱着型エアクリーナー（Figure 3）を開発した。本研究では、その実用化を目指し

て、実大居室を用いた吸脱着型エアクリーナーによるＶＯＣ除去性能に関する実証試験

を行う。 

テーマ4▶建物外皮のアダプティブ制御とその性能評価
Theme 4: Adaptive control of building envelope and its performance evaluation

建築における３E（energy, efficiency, ecology）のトリレンマを解消し、さらに安全・安心

な室内環境を実現するためには、これまでの力任せの環境制御（アクティブ制御）から脱

皮し、環境に適応した（アダプティブ）制御手法の導入が重要になる。本研究では、建物

外皮の性能・機能が環境に適応して適切な性能を発揮する構造・システムを提案・開発

し、その性能を評価する（Figure 4）。
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テーマ1▶シェル・空間構造の座屈と振動性状
Theme1：Buckling and Vibration of Shells and Spatial Structures

体育館や各種イベント施設などは、大きな広がりのある空間を必要とし、

空間構造、ドーム、シェル構造などと呼ばれている。こうした大規模構

造は軽量化することで建設時の省資源化や環境負荷低減が可能で

あるが、力学的に合理的な設計が求められる。本研究室では、そうした

軽量構造物が崩壊するリスクを低減させるため、静的・動的解析を実

施し詳細な分析的解明をおこなっている。

テーマ2▶光ファイバセンサによる構造ヘルスモニタリング
Theme2：Structural Health Monitoring (SHM) using Fiber Optic Sensors

外径0.125mmの細径のガラスファイバにブラッグ格子をプリントした

FBG（fiber Bragg grating）型光ファイバ歪センサが実用化されてい

る。光ファイバセンサは、長期間にわたり安定で高精度の計測ができ

ること、電磁波の影響を受けずに100kmの遠隔地からでも計測できる

など多くの利点がある。本研究室では、FBGセンサを接合部内に埋め

込み、損傷モニタリングを行う研究や、最新のFBG型加速度計を本学

総合研究実験棟とD2棟には敷設し、常時モニタリングを行うことを通

して、光ファイバセンサを用いた構造ヘルスモニタリング技術を研究し

ている。

テーマ3▶新素材の力学性状とハイブリッド構造システム
Theme3：Innovative Material for Hybrid Structures

本研究室では1995年以来、施工時の重機を減らして環境負荷低減

に寄与できる、軽量な高耐久性材料FRP（繊維補強樹脂）の研究を

行っている。最近、FRP歩道橋が国内でも建設されるようになり、実設

計に関連した実験・実測ができるようになった。本研究室では、FRPと

鋼やコンクリートを用いたハイブリッド構造システムについて、接合部力

学性状の分析実験や解析、構造性能の計測実験を通して、より快適

で安全・安心な建設構造を実現するための研究を行っている。

テーマ4▶鋼構造建築物における制震工法とその適用性
Theme 4: Response Control Systems with Passive Devices for Steel 

Buildings

中間梁や、間柱を利用した曲げ降伏型の新しい制震ダンパの開発に

関して、それらの地震エネルギ吸収メカニズムを明確にして、耐震設計

に必要な剛性・強度・靭性等の特性値を実験やFEM 解析から明らか

にしている。

不整の存在による軸圧縮円筒
シェルの座屈モードの変化

単層円筒ラチスシェルの
振動性状

FRP/ALC 合成床板
の曲げ試験

制振部材の繰返載荷実験と効果確認の数値解析

鋼/FRP ボルト接合部
の引張載荷試験

FBG 型光ファイバセンサの概要

Figure 1 観葉植物が生理・心理反応およびプロダクティビティ
に及ぼす影響に関する被験者実験

（観葉植物の有無が居住者の心理・生理的反応や知
的生産性に及ぼす影響を調べるために2人の被験者
がタイピング作業の様子）

Figure 2 熱交換型エアフローウィンドウシステム
（室内の汚れた空気と新鮮な外気がウィンドウ内のガラ
スを隔てて熱交換を行う熱交換型エアフローウィンドウ
の基本原理）

Figure 3 吸脱着型エアフローウィンドウ
（アクリルケース内に設置された回転制御可能なユニッ
ト内に吸着剤を入れ、吸着と脱着モードを切り替えながら
連続運転する改良型吸脱着型エアクリーナーの概要）

Figure 4 可動ルーバーによる風と光のパッシブ制御の概念
（光と熱・空気の複合環境に対する総合評価法及び可
動ルーバーによるパッシブ制御に関する基礎実験のコ
ンセプト）

FRP 歩道橋の加振による構造性能確認実験


